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止観の研究

一一初期経典から註釈文献へ及ぴ現代タイ仏教の実践法一一

K. PHRAPONGSAK 

1 .はじめに

本論文『止観の研究ー初期経典から註釈文献へ及ぴ現代タイ仏教の実践法一J (A4判243ペ

ージ)は、初期から註釈文献期に至る各時代の南北両伝の仏教文献をI1聞に検討して、止観の定

義と止観による眠想実践法の歴史的展開を明らかにすると同時に、タイ上座仏教で現在行なわ

れている眠想実践法と比較研究したものである。その内容を目次によって示すと、以下の通り

である。
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ll.論文の要旨

序論
① 

仏教の修行道論に関しては、多くの研究がなされてきたが、主として二つの傾向が見られる。

r四念処・七覚支・八聖道」などを中心とする r三十七菩提分法Jを研究したもgと、眠想法
の中心概念である「定 (samadhi)・懇(prajfta/ p組踊)Jあるいは r止 (eama由a/銅ma伽)・

@ 

観 (vipaeyana/ vipa賠ana)Jを中心に研究したものとであるa しかし、現代上座仏教では止観

を修行する方が普通であるから、本論文は、止観を中心的な研究テー?としている。

従来の止観の研究は、 5世紀のBuddhaghosaのV的tddhimogga(清浄進論}などの体系的

な記述に基づいて「止を行ずる者 (samathayanika)Jと「観を行ずる者側pa鑓銅ayanika)J

という二種の行者を研究したものが多い。初期経典(何合・N品伽)における止観の定義と修

習次第を研究することが、本論文第1章の目的である。

次に、南伝上座部における経と論の中間時代{紀元前250・200年頃)、 Abhidhamma(論}時

代(紀元前250-100年頃)、論と註釈文献の中間時代(紀元前100-後100年頃)、そして註釈文献時

代(10附 O年頃)の詩文識における止視の定義と修習次第を順に検討して、止観の思想史的展

開を見出すことが、本論文第2章の目的である。

次に、北伝諸部派に属する文献、説一切有部の六足・発智論{紀元前2-3世紀ー紀元前後)、

『大昆婆抄論J(2 -3世紀頃)、世銀の r倶合論J(4四 5世紀頃)と衆賢の fJ頓正理論J(5世紀

後半)、さらに所属部派・成立年代不明の僧伽羅剰の『修行進地経』、爾梨蹴摩の『成実論』

(250-350年頃}に見られる止観の定義と修習次第を願に検討して、南伝上座部仏教の伝承と比

較するのが、本論文第3章の目的である。

最後に、現代タイ上座仏教において止観の実践法がどのように伝わっているかをマハーター
~ $ o 

ツ寺院系、東北地方寺院系、パクナム寺院系の膜想指導寺院を現地調査することにより把握し、

止観の実践法がどの文献に基づいてどのように実践されているかを解明するのが、本論文第4

章の目的である。

第1章阿合・Ni崎yaにおける止観

阿合・ N偽⑮aにおいて止観の定義と修習次第が詳細に説かれることはない。したがって、

主として「止観Jと「八聖道(atthaogika-magga)J及ぴ「心解脱 (cetovimu批i)・懇解脱

(paMavimu凶)Jの用例を調査して、以下の結論に到達している。

1. r.1l:.J は r定」すなわち「増上心 {adhicit也)Jに相当し、「観Jは定と不離の関係にある
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r懇」すなわち「増上慧 (adhipanf1a)Jに相当する。

2. Khuddakanik，め1aの古層に属する瀬文経典では、「止観 (samatha• vipassana) J と併記さ

れることはなく、 r.d:Jはsamathaとcetosamatha(心寂止)が独立して現れ、「観Jは名調

形ではなく、動詞形でのみ現れる。「止Jのみを修習すれば解脱できるというのではなく、

「止」は解脱に不可欠な条件である。

3.阿合 ・Ni.伺仰の段階で既に r.d:Jと「観」両方を修習していたことを明らかになった。

後代のように、ただ「観」のみを修習する「純観行者 (suddhavipasSanayanika)Jまたは『乾

観者 (sukkhavipassaka)Jは見出されない。一見「観」のみを修習するように思われる「態解

脱者 (paMavimutta)J も「四禅Jの段階で「止」を修習しなければならない。

【倶解脱者1 I慧解脱者】

旧日回|四禅を修習する 四禅を修習する

無色定を修習する

o制 11 四聖諦を如実に知る 目白

緒捕が滅尽され、

無輔の心解脱・慧解脱が得られる

解脱したときに、

解脱した智(解脱智見jが生じる

【倶解脱者】と呼ばれる I慧解脱者】と呼ばれる

第2章南伝上座部文献における止観

経と論の中間時代から註釈文献時代まで各時代の文献において、止観の定義と修習次第を明

らかにし、以下の結論に到達している。

1 .経と論の中間時代に成立したPatおambhida1阿倍aではじめて止観が明確に定義された。

この定義は、後代パーリ文献においても本質的に変わらない。つまり「止J は「定」、「観」は

「態J と定義される。

2. Pa拘ambhidan叫昭aは、止観の修習次第に関して、 Nikliyaでは詳しく説かれない四つ

の修習を詳細に説明するが、要するに「止の後に観を修習する」もの(止→観)と「観の後に
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止を修習する」もの(観→止)とに分けられる。この両者は、註釈文献時代まで一貫して、平

等で差別のない修習であると説か札る。

3.註釈文献においては r観」のみを修習することを強調する「観行者Jr純観行者Jr乾観

者」という新しい術語が現れる。一見かれらは「止」あるいは「定」に金〈関係しないようで

あるが、実際は「剃那定 (khanikasamadhi)Jか「近行定 (upacarasam亘dhi)Jかに至るが、

r禅 (jhana)Jに至る「安止定 (appan墨田madhi)Jに至らない者のことである。一方 r止行者」

は「安止定Jに至る者である。

【定1 l→| 【慧1

『止修習』として i→ i本格的な『観修習』

|止行者| ① |近行定|→|安止定|→

|術者12;|剥判→|一|: -ー→
五情浄

--
「観修習』として i→ → 司 j本格的な『観修習』

第3章北伝部派文献における止観

北伝部派仏教の文献に関して同様の調査を行い、以下の結論に到達している。

1 .止観の定義に関しては、北伝でも同様に r止Jは「定J、r観」は「懇」と説明される。

この点から見れば、止観の両伝承には相違がないと思われるが、両者の修習次第には若干の違

いが見られる。

2.説一切有部の修習次第においては「未至定 (anagamyasamadhi)J r静慮中間

(也ayanan組問).1r近分定 (saman旬kasamadhi)Jという独自の術語が見られるが、南伝上座

部の修習法と対応関係が見出される。つまり「近分定Jは「四禅・回無色定Jの一々の前段階

であり、上座部註釈文献における「近行定」に相当する。 r静慮中間」は、初禅と第二禅との

中間であり、上座部の論 (Abhidhamma)における「五禅」の「第二禅」に相当する。 r来至

定」は r初禅」の「近分定Jである。ここで注目されるのは、上座部註釈文献に現れる「剃那

定」である.有部をはじめとする北伝他部派には、関連する術語が見られないため、これは上

座部組自の考えであることが分かる。

3.有部においても「止行者 (eamathacarita)Jと「観行者 (vipaeyanacarita)Jというこ種

の行者が存在する。 r止行者Jは r四梯」のみならず「無色定」にまで至る者であるが、 r観行
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者」は r四禅」に至る者である。両者は、上座部の r止行者」と r観行者J に対応するが、内

容はかなり異なる。有部の「止行者Jは「四禅」を超越し「無色定」に至るが、上座部の「止

行者Jが至るのは「四禅』でも充分である。一方、有部の r観行者」は「四禅Jに至る者であ

るが、上座部の「観行者Jは「四禅」に至らない者である。したがって、有部の「止行者」と

「観行者Jは、ともに r四禅Jに到達しなければならないので、かれらの修習次第は r禅・慧」

の両者が並ぴ修習される仏教本来の修行法に近いと考えられる。

4.有部の『倶舎論』にのみ rll:..Jの修習として「不浄観 (aeubha).Jと「出入息念

(an量panasm:rti).Jが、有漏の「観」の修習として「四念処 (sm:rtyupas出量na).Jがあげられる。
@ 

前者は、南伝上座部の「三十八業処」あるいは「四十業処」に、 f走者は「四界差別

(catudhatu・vavatthana).Jに相当する。

5.所属部派不明の『修行道地経』においては、 r止の後に視を修習する」にせよ「観の後

に止を修習する」にせよ解脱することができると説いている。具体的な方法としては、「止の

後に観を修習する」方法のみを論じて『倶合論』と同様に r不浄観J と r出入息念」による

「止」の修習を薦めている。しかし、ここで注目されるのは、本経において「止Jは「四禅」

に至っても、至らなくても評価されるが、「四禅・五神通」にとどまっている行者は「仏弟子

禅」ではなしただ r}L夫禅」であると批判されていることである。一方「初禅」に先行する、

上座部の守IJ那定Jや「近行定J、有部の「未至定」や「近分定」に相当するものは見られな

~，。

6.多間部もしくは経量部に帰せられる『成実論』は、止観をすべての修道の根幹であると

重視している。さらに、阿合を引用し、詳細に止観を説明し、解釈している。特に「三十七菩

提分法」と「止観」の区別が示され、「止の後に行なう観」と「観の後に行なう止」の修習の

違いが解釈されている。これが『成実論』の止観の特徴である。

第4章現代タイ仏教における止観

現代のタイ上座仏教において、どのような眠想法が実践されているのかを調査して、それが

どのような古典文献に基づいているのかを検討した結果、以下の結論に到達している。

1 .マハーターツ寺院系では、 Ni旬仰のMahasa砂'a!!hana-sut抱n胞に基づいて、四念処を

指導しているが、後代の註釈文献の解釈と同様に「安止定」や「近行定」に至らない「剃那

定」によって修習する「観行者」の眠想法であることが判明した。ここで注目されるのは、こ

の眠想法が r四念処Jを重視して「ウィパッサナー(観)眠想」と呼ばれることである。この

呼称は、伝統的な南伝上座部にはなくて、北伝有部の『倶舎論』に見出される。この観点から

すると、ピルマ仏教の影響を受けているマハーターツ寺院系の膜想法は、南伝上座部だけでな
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〈北伝有部の伝統も受け入れたと考えられる。

2.東北地方寺院系では、止観が密接に関係しているが、順序を示せば、 r止」によって心

を落ち着かせた後に、物事をありのままに r無常・苦・無我」と観察する。つまり r止の後に

観を修習する」眠想修行を行なっている。したがって、この眠想法は r四禅Jに至る「安止

定」を修習した後に「観」を修習する rJl:.行者」の眠想法であることが明らかになった，

3.パクナム寺院系では、まず心を落ち着かせる「止」を修習し r四禅・四無色定」に至ら

なければならない。その後「雛」の修習により十結・煩悩を捨断し、預流・ー来・不還・阿羅

漢という四沙門果に順に到達するのである。したがって、パクナム寺院系の膜想法は、止観両

方を重視している。これは「止行者」の修行法であり、初期経典に見られるように r禅・懇」

の両者が並ぴ修習される仏教本来の修行法であることが明らかになった。

【?ハーターツ寺院系】 【東北地方寺院系} 【パクナム寺院系】

【基本文献】 Mah伽ゆla#加 m・期偽物 λ制中fina槌説・捌:tta BaItNJ噌rga10 

【解釈文献】 Maha.帥 ipat!hana.sut抱nta V帥ddhim噌rga V卸uJdhim噌rga

[実践法】 四念処 出入息念+仏随念 光明遍+仏臆念

【行者】 観行者 止行者 止行者

皿.研究の課題と今後の展望

本論文では、初期経典から註釈文献に至る各時代の南北両伝の仏教文献を順に検討する作業

を通じて、止観の定義と修習次第の展開を明らかにし、タイ上座仏教で現在行なわれている眠

想実践法と比較研究することを試みた。

説一切有部をはじめとする北伝部派仏教の文献を調査して、商伝上鹿部仏教の眠想法との一

致点と差異点を明らかにした@また、文献研究の成果と照らし合わせることにより、現代タイ

の上座仏教において実際に行なわれている眠想法がそれぞれ少しずつ異なる仏教文献に基づい

ていることが判明した。インド仏教の実践的伝統がタイ仏教に現在も生きていることが実証さ

れたことになる。ただし、なぜこのような複数の異なる伝統がタイ仏教に実在するのか、その

理由を考究するのが今後の課題である。

また、止観の実践は、南北両部派仏教の文献だけでなく、大乗仏教文献にも論じられている。

特に、修行進論を中心テーマとするのは議伽行唯識判誌の r珠伽師地論aである。これら複数

の仏教眠想法の伝統を歴史的に比較対照することにより、ヨーえfをはじめとする汎インド的な

眠想法も考慮して、仏教における膜想法の発展の歴史を跡付けることは、本論文の研究成果の

上に立った今後の課題である。
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の文献を区別する。

⑤ マハーターツ寺院系の撰想法の沿草は、当時タイ仏教に眠想実践カリキュラムなどの根付いた

修行法がなかったため、当時のマハーターツ寺院において大長老であったソムデットプラプター

ジャーン (SomdejPhra Budhajahn (λsabha Mah昌也era);1903・1989年)が名のある眠想指導

者を招き、マハーターツ寺院内のみで眠想指導を行っており、出家修行者や在家信者など多数の

人々が眠想を学ぴに訪れていた。その後、 1952年ソムデットプラプタージャーンはプラタンマテ

ィーララートマハームニー (PhraDhamma Thiraraj Mahamm語{Chodok釘匂asidcU心;1918-

1988年)を1年間ピルマへ派遣し、サーサーナイタサー眠想指導所のソーパナ大長老であるマハー

シィー・サヤードー (MahasiSayadaw)のもとで修行させた。 2名のピルマ人僧侶と共にタイ

へ帰国したプラタンマティーララートマハームユーは1953年、「ウィパッサナー眠想センター」を

設立した。 1955年、ソムデットプラプタージャーンがタイ僧伽のウィパッサナー眠想部を設立す

ることを大長老会にて提案し、プラタンマティーララートマハームニーを指導先生として任命し

た。このようにしてウィパッサナー膜想はタイに根をはり、国内外へと大きく広がっていった。

⑥東北地方寺院系の謀想法の代表としては、プラアージャーン・マン・プーリタットー (Phra

Ajahn Mun Bhuridatto; 1870-1949年)の眠想法である。プラアージャーン・マン時代は、特に

頭陀行と共に脹想修行が東北地方のみならず全国で盛んに行われるようになり、その教えは今日.

まで引き継がれている。プラアージャーン・マンは、ウポンラーチャターニー県に誕生し、 22歳

になった時、ウポンラーチャターニー県にあるリア'Yプ寺院にて出家得度した。その鏡、プラア

ージャーン・サオ・ガンタシィーロー (PhraAjahn Sao Kan旬silo;1859-1941年}から眠想指

導を受けた。プラアージャーン・マンは「出入息念J と共に rプットー (buddho仏)Jと念じる

棋想をしながら頭陀行を修行していた。このようにして、各地を歩いて眠想を行っていたため、

弟子が東北地方にたくさんでき、その弟子たちがプラアージャーン・マンから習った膜想法を広

めることとなった。プラアージャーン・マンの指導する眠想法は、亡くなられてから50年を経て
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も多くの人から支持されている。プラアージャーン・マンの弟子であったプラポーティヤーナテ

ーラ (PhraBocU姐置anaTheraにhahSubhaddo); 1918-1992年)に意思が引き継がれ、方々へ
と眠想法が伝えられた。そして、またプラアージャーン・チャーの意思を受け継ぐ弟子たちによ

り、さらなる広がりを見せている。現在、プラアージャーン・チャーの弟子により建立された別

院は圏内に110ヶ所、海外に10ヶ所にのぼる。

⑦パクナム寺院系の暁想法は、プラモンコンテープムニー (Phra Monkol Thepmuni (Sod 

Candasaro); 1884-1959年)により広められた。プラモンコンテープムニーは、スパンプリー県

に生まれた。 22識でソーンピーノーン寺院で出家得度し、毎日、学問的仏教学と同時に眠想実践

に励んだ。複数の名のある僧侶から眠想指導を受けていたが、なかなか悟りを聞くことが出来な

いでいた。それから11年後、ノンタプリー県にあるポーポン寺院で修行に入っていたある日の朝、

托鉢に出る前に「出家して11年、毎日休むことなく学問も実践も励んできたのに、私はまだ仏陀

や阿羅漢と同様の悟りを聞くことが出来ない。これは、更なる努力をしなければならない。そう

でなければ放逸な生活をする者になってしまう」と思って托鉢に出かけ、寺院へ戻ってくると、

昼食の時間まで本堂で眠想をしていた。岡田の夕方、 r今回、もし悟りを聞くことが出来ないので

あれば、自分の命を仏陀に捧げましょう。このために命を落とすこととなっても、これが後輩違

の手本となるのであればそれでも構わない」と決意をし、眠想に入り「サンマー・アラハン

(samma araham) J と心の中で静かに唱え続けた。時聞を追うごとに心は徐々に静けさに包まれ

ていった。そして、日が変わる頃、ついに悟りを聞くことが出来たのであった。その後、 1918年

にパクナム寺院の住職となり、光明遍と仏随念を究えた r.d:Jの膜想法を眠想初心者に教えてい
た。これに並行して、より探い眠想に入る r観」の眠想法を熟練者に教え続けた。

@森祖道 [1982: 127-128]によれば、「業処 (kammaUhana)J とは、禅定における心統一の対

象として、原始仏教以来用いられて来た種々なる項目をまとめたものであって、北伝の部派文献

や大乗の経論にはほとんど何も述べられていないが、パーリ仏教においてのみ大いに発達した実

践教理の一つである。ただし、阿合・ Nik，のaにおけるkammatthanaの語義は、何らかの「仕
事」や世俗の「職業」を意味するものであって、後世用いられるようになった仏教の専門術語と

しての「業処J という意味は未だ存しないが、このことは原始仏教時代にこのような業処の実修

がなされていなかったということを意味するものでは決してない。ただ、 Vimuttimaggaの三十

八業処あるいは V加tddhin叫ggaの四十業処の項目は実質的には既に三蔵の各所に散説きれてい

るのであって、それらが未だ「業処J とは呼ばれなかったというだけのことである。この

kammatthanaが禅定における心統一の対象手段としての『業処」の意味に用いられる用例は註

釈文献 (AttJu吻 tha)においてである。




